
デ
ザ
イ
ン
系
市
立
高
等
専
門
学

校
（
高
専
）
と
、
看
護
系
市
立
高

等
看
護
学
院
（
高
看
）
の
四
年
制

大
学
化
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性

と
方
向
性
を
検
討
し
て
き
た
大
学

化
懇
話
会
（
座
長
・
北
海
道
大
学

う
ち

だ

か
ず

お

大
学
院
教
授
、
内
田
和
男
氏
）
が
、

こ
の
ほ
ど
市
に
対
す
る
提
言
を
ま

と
め
ま
し
た
。同
懇
話
会
は
、両
校

の
大
学
化
に
関
す
る
市
民
論
議
の

中
心
役
割
を
担
い
、
一
年
間
に
わ

た
っ
て
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

提
言
の
要
点
は
次
の
通
り
で
す
。

■
大
学
化
の
意
義

学
術
研
究
の
高
度
化
と
新
し
い

研
究
領
域
の
誕
生
に
伴
い
、
職
業

人
に
も
よ
り
多
く
の
能
力
が
要
求

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
、
デ
ザ
イ
ン
・
看
護
と
い
っ
た

専
門
職
の
領
域
で
は
そ
の
傾
向
が

顕
著
で
あ
る
た
め
、�
知
と
創
造
の

拠
点
�
と
な
る
四
年
制
大
学
の
設

置
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

■
教
育
研
究

デ
ザ
イ
ン
系
学
部
（
入
学
定
員

百
人
・
二
学
科
程
度
）
と
看
護
系

学
部
（
同
八
十
人
・
一
学
科
）
の

二
学
部
を
設
置
し
、
幅
広
い
能
力

を
備
え
た
実
践
的
な
専
門
職
業
人

の
育
成
を
目
指
す
。

■
地
域
貢
献

「
産
・
看
・
学
・
公
※

」
の
緊

密
な
連
携
を
通
じ
て
、
市
民
や
地

域
社
会
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
。

ま
た
、「
看
護
・
デ
ザ
イ
ン
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
設

置
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
保
健
・
医
療

・
福
祉
に
関
連
す
る
産
業
の
振
興

や
競
争
力
の
高
い
地
場
産
業
の
創

出
に
も
取
り
組
む
。

■
設
置
・
運
営

市
民
に
開
か
れ
市
民
が
支
え
る

大
学
を
目
指
し
、
運
営
に
学
外
者

の
意
向
を
反
映
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
ほ
か
、
効
率
性
・
透
明
性

・
柔
軟
性
の
高
い
形
態
を
と
る
。

■
校
地
・
校
舎
、
開
学
時
期

既
存
の
高
専
（
南
区
芸
術
の
森

一
）
と
高
看
（
中
央
区
北
一
一
西

一
三
）
の
施
設
を
有
効
活
用
す
る
。

開
学
時
期
と
し
て
は
、
で
き
る
限

り
早
期
の
開
学
を
目
指
す
。

◆

◆

◆

こ
の
提
言
を
受
け
、
今
後
、
市

で
は
よ
り
具
体
的
な
検
討
に
着
手

し
ま
す
。

提
言
書
と
そ
の
概
要
版
は
、
市

役
所
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
課

と
区
役
所
広
聴
係
で
配
布
中
の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.

city.sapporo.jp/daigakuka/
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
課
�

（
２１１
）２
１
８
２

【４年制大学の基本理念】
�国際的な視野を持ちつつ
地域社会への貢献を果たす�

理念１人間重視を根幹とした

世界に通用する人材の育成

理念２大きなネットワークを

持った発展性のある大学

理念３デザインと看護の連携

を通じた新領域の先駆者

市
営
バ
ス
全
路
線
を
段
階
的
に
民
営
事
業
者
へ
移
行

●
運
行
経
路
・
便
数
・
運
賃
は
そ
の
ま
ま

今
年
四
月
と
、
来
年
四
月
の
二

回
に
分
け
、
す
べ
て
の
市
営
バ
ス

路
線
を
民
営
バ
ス
事
業
者
に
移
行

し
ま
す
（
左
表
）。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
事
業

の
経
営
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
自
由

競
争
を
原
則
と
し
た
規
制
緩
和
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
面
移
行
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
学
識

経
験
者
や
公
募
委
員
か
ら
な
る
市

営
企
業
調
査
審
議
会
の
意
見
な
ど

を
基
に
検
討
し
、
決
定
し
た
も
の

で
す
。

移
行
に
当
た
り
、
運
行
経
路
、

便
数
、
運
賃
体
系
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
下
鉄
と
の
乗
り
継
ぎ
や

定
期
券
、
共
通
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
カ
ー

ワ

ン

デ

イ

ド
、
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
カ
ー
ド
（
一
日
乗

車
券
）、
エ
コ
キ
ッ
プ
も
現
行
通

り
利
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
昼
間

割
引
に
つ
い
て
は
、
移
行
先
の
民

営
バ
ス
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
細

自
動
車
部
業
務
課
路
線
再

編
担
当
�（
８９６
）２
７
３
８

移行先
事業者名

ジェイ・
アール北
海道バス

じょうて
つバス

北海道
中央バス

現行
営業所

琴似
営業所

藻岩
営業所

東
営業所

新川
営業所

移 行 路 線 名

山の手環状線、西２５丁目線、
荒井山線、ロープウェイ線、
旭山公園線、動物園線、山
の手線、琴似西野線、琴似
発寒線、北２４条線、桑園発
寒線、山鼻環状線、西野福
井線、西野平和線、西野第
二線、啓明線、北５条線、
北７条線、新琴似線、工業
団地線（学生増発便のみ）

真駒内線、平岸線、中の島
線、中の沢線、藤野線、藻
岩線、南沢線、北の沢線、
藻岩山手線

苗穂線、札苗線、丘珠線、
本町線、苗穂北口線、伏古
線、伏古札苗線、北札苗線、
元町線、丘珠北３４条線、札
幌新道線、ファクトリー線

工業団地線、新川発寒線、
北桑園線、新道西線、新川
線、新琴似２条線

移行
時期

平
成
１５
年
４
月
１
日

平
成
１６
年
４
月
１
日

高専・高看大学化の
提言まとまる

●地域社会に貢献する４年制大学を

１２月９日に行われた大学化懇話会。１１月に募集
した市民意見を踏まえ、最終提言をまとめました

■移行路線の概要

※
産＝

産
業
界
、
看＝

看
護
を
中
心
と
し
た
保
健
・
医

療
・
福
祉
分
野
、
学＝

大
学
な
ど
、
公＝

行
政
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
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